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第 23回新 潟高 血圧談 話 会

日 時 平成9年6月6口 (金l

午後 6時より
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2階 大ホー′L
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1)血液透析患者 iこおけ る血圧 口内華動iこ-･'い
て
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【背景】高血圧の診断,治境において,随時血FE測定

のみでなく携帯型24時間血圧測定装置 (ambulatoryblo(d

pressuremonitoring;ABPMlによる日内血圧変動の

評価が重要であるといわれている.また透析患者の血圧

異常の管理は,透析患者の予後を規定する循環器合併症

の発症を防止することから重曹な課題といえる.

【目的】近ifL腎疾患患者に対 して ABPM を用いた血

圧 日内変動に関する研究報告が多く出さナlているが.血

液透析患者における報告例は少ない.今回我 々は,当院

入院血液透析患者における血圧 日内変動について検討 し

た.

【方法】当科iこ入院 し維持血液透析を行--_-た慢性腎不

全患者10例に対 して.A&D 社製携帯型自動血圧測定

器 TM2420を用いて,血液透析を含めて,2-･1-･L18時間

一日血圧測定を行い.血圧の日内変動を評価 した.また,

当科に入院 している保存期腎不全患者10例の血圧 日内変

動 も測定 し比較検討 した.

【結果】透析患者のFjちで.夜間収縮期血圧が昼間収

(20%)であった.また.保存期腎不全患者でも夜間収

縮期血圧が昼間収縮期血圧(こ比べて10%以上の降任が見

られたのは2人 し20%)であった.透析群の収縮期血圧

昼夜較差は,平均 -2.84mmHg,非透析群は 4.39mnlllg

で,透析群の万がむ しろ夜間の上昇傾向が認められた.

また透析群でエりスロボエチン未使用症例は3例で.い

ずれも,収縮期,拡張期とも夜間上昇傾向が認められた,

【考察】血液透析患者の血圧 日内変動を規定する因子

は,体液量, しこン7'ソギすナンシソ糸,自律神経障害,

透析条件,降圧剤サエ リスロボエチソ製剤貧血,心合併

症等多岐にわたっているが,これらが多元的に関与する

と推測 される.また,腎不全患者の血圧 日内変動をこつい

ては,昼夜較差が減少するとの報告が多 く,奪回の検討

でも同様の傾向が認められた,また,エ リスロボエチソ

による影響については,昇圧搾周があり,昼夜較差は減

少するとの報告がある一方,昼夜較差が拡大するとの報

告 もあ吟,一定の見解がない.今回の研究では,症例数

が少なく,個々にばらつきがあり,十分な検討ができな

かったが,今後条件をそろえて症例数を増や し,長期的

に臓器合併症等を観察 していく必要があると思われた.

21血液透 析中の血圧維持機構 と しての循環 血

液慶 の変化 (無除水血液透析 車の連続的 へ

て 卜JJ)トノトに よる検討〕)
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の役割を検索するため,慢性血液透析症例1()名を対象に.

無除水血液透析中t')循環血液量 (BV)LJ')変化を CRIT-

LTNETh1(INILINr･:r)IAGNOSTTCS社製)で経時的

i･こ計測 した.BV の変化 tJBlr･.')を moll什eXPOnential

関数 :ABV(%)-A荒H-e叩 (-Bxt))-Cxt,t:time

(hour)で近似 し.各係数を臨床指厚と比較検討 した.

結果 :1)全症例で BV の増加ほ 認めた.BV の蜜化は

上の近似式と良好に相関した (0.92<r<0.99.p<0.CXX)ll.

2)BV の増加率を表わす係数Aは8.66±2.92で,体外

循環充填畳と回路回転血液量との和の全血液量i･こ対する

割 合に相当 した. また係数Aは胸部 X線写真の心胸比

(CTR)汁-O.99.p<0.001),透析前血清 albumin濃

痩 (rTT0.80,p<0.05)と有意Eこ正相関 した.3)BVの

増加速度を表わす係数Bは 2.02±0.77で BV の増加

は2時間で全増加量の99.9%に達 した.4)係数Cは -1.64

から1.06とばらつき,臨床指標との相関は無かった.5)

血液透析中,心拍数,血圧の変化は無かった.結論 :無

除水血液透析では BV は経時的Cこ増加 した. この推移

は mono･exponential関数iこ良好に近似され その堰

加量が体外循環iこ必要な血液量に等 しく.CTR や 血

清 albumin濃度に正相関 したため,BV増加の鱒転は

体外循環に喪失する血液の補填であると考えられた.逮


